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２．傍腟部原発の小児Alveolar soft part sarcomaに対
する重粒子線治療の１例
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別は男性 3名,女性 6名であり,年齢の中央値は 71歳で
あった. 重粒子線治療は炭素イオン線単独治療で, 1回
4GyE,16分割の治療で,総線量 64GyEを投与した.治療
効果は治療, 治療終了時, 治療後一か月後, 三か月後の
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【目 的】 RTPSのカウチモデリング機能の有用性を検
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【目 的】 ExacTrac Systemを用いた位置自動照合 (以
下Auto-Match)精度の基礎検討について報告する.







誤差を比較すると, 各方向とも ExacTracで 1 mm以内,
MV-CBCTで 3 mm以内であった.②各撮影条件におい
てAuto-Matchの誤差は 1 mm以内となった.ただし大
幅な低線量条件ではAuto-Matchは不能となった. ③
ExacTrac起動後 60分以降でAuto-Match精度は安定し
た.【結 語】 ExacTracによるAuto-Match精度は良
好であり,他の照合装置と比較しても優位差は認められ
なかった. ExacTrac Systemを用いた位置自動照合法は,
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